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第４回 地区別懇談会【②中心市街地】 

⽇時：令和3年7⽉19⽇（⽉）18:30～ 

場所：人吉東小学校体育館 

 

次 第 

１．開会挨拶 

２．治水対策に関する国・県からの説明 

３．地区の復興まちづくりに向けての参考資料の説明 

（１）地区別懇談会の振り返りと情報提供【資料１】【資料５】 

（２）懇談会意見を踏まえた復興まちづくりの方向（更新案）について 

①復興まちづくりの方向とイメージ案（前回意見を踏まえた更新案）【資料２】 

②主な取組み案と参考事例、対象地域の現況など【資料３】【資料４】 

４．地区ごとの話し合い 

（１）復興まちづくりの具体的イメージや手法案について 

〇取組み方針、具体の取組み、イメージの更新案について、問題はないか？ 

〇地区全体の活性化に向けて重点的に協働して取組むべき施策やアイデアは？ 

〇有効と考える参考事例は？  

（２）今後の進め方、次回⽇程の調整、連絡体制の確認について 

５．全体共有 

６．その他 

７．閉会挨拶 

 

【資料】 

・資料１：地区別懇談会だより第 2号、市全体版（地区別懇談会の取組状況のお知らせ） 

・資料２：復興まちづくりの方向とイメージ（更新案） 

・資料３：主な取組み案と参考事例 

・資料４：参考資料（対象地の現況等） 

・資料５：人吉市被災市街地復興推進地域（案）チラシ 

 



中心市街地 復興まちづくりの方向（案） ～たたき台案に対する第３回での参加者意見の整理～

令和３年７月19日 第４回地区別懇談会（中心市街地）
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資料２
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調和・連携

安全・安心と
ともにある復興

多様な文化と
ともにある復興

美しい球磨川・盆地と
ともにある復興

３つの柱が調和・連携し復興まちづくりを推進
多様な文化とともに歩んできた相良700年の歴史ある人吉に最大限の敬意を払い
水害を乗り越え、美しい球磨川とともにある『持続可能な地域づくり』に取り組む

人吉市まちなかグランドデザインの方向（案）

※１将来の起こるかもしれない水害等の自然災害に対し、事前に備え柔軟に対応するという意味を込めて
「しなやかに」という言葉を用いています。

※２歩きやすい道幅や圧迫感のない建物の高さなどに配慮された町に、人は心地よさを感じます。城下町の歴史
がある人吉市の中心部においてもこのような「人間が心地よさを感じる尺度」は大切にしたいと考えます。

水害としなやかに※１
向き合いながら暮らす

多様な文化と心地良い環境を育む
人間尺度※２を大切にして暮らす

盆地に囲まれながら
川を感じ川に開いて暮らす

「○○○○のまち」 ひとよし
※仮称まちなかのまちづくりのテーマ（将来像）
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人吉市まちなかグランドデザインの方向 イメージ図（土地利用・景観）

令和３年７月19日 第４回地区別懇談会（中心市街地）



4

人吉市まちなかグランドデザインの方向 イメージ図（防災・安全性向上）

令和３年７月19日 第４回地区別懇談会（中心市街地）



5

人吉市まちなかグランドデザインの方向 イメージ図（賑わい・歴史・文化）

青井地区
青井阿蘇神社を中心とした
歴史文化・賑わいの形成

中心市街地
人吉市の中心地として
賑わい・活力を形成

麓町・老神地区
人吉城跡を中心とした
歴史・文化の拠点形成
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分野 取組み
①都市構造・土地
利用・交通（商業
業務、観光、住
宅）

商業や事業ができ、人吉球磨の中心都市としての拠点性、生活の利便性向上に資する多様な都市機能の集積・誘導
観光地としての観光・集客・宿泊機能の集積（食・宿泊・娯楽・体験・交通等）
歩いて暮らせるまちなか居住の推進に資する居住機能の誘導
交通結節点、フリンジパーキングの整備、回遊性向上のための新たな乗り物（グリーンスローモビリティ※等）の導入
※時速20km未満で公道を走ることができる電動車を活用した小さな移動サービスで、その車両も含めた総称。

まちの出発点、民間投資の呼び水となる拠点施設整備（例 区画整理で先行買収した公共用地を先行的に換地し供用開始等）

②景観 鍛冶屋町通り・紺屋町通り（鰻屋の通り）の、街並み保存・再生
地区全体としての、新たな街並みの形成・修景（地区計画、街環）

③防災・安全性向
上

土地区画整理事業による未接道宅地の解消、避難路・避難地となる公共施設（道路・公園等）の整備
協定締結による避難ビル指定、避難ビルの新規整備

④歴史・文化 まちなかのウォーカブルな空間形成
まちなかの公共空間を活用した賑わい創出→コンテナマルシェからの展開
川沿いの回遊軸の整備、公共空間の創出、かわまちづくり
夜の景観形成による回遊性や滞在時間の向上 →ひかりの復興計画からの展開

⑤エリアマネジメ
ント
①～④をトータル
に時間・空間をマ
ネジメントする仕
組みや組織づくり

エリア全体での一体的な整備
仮設市街地からの円滑な移行を促す仕組みづくり（事業の中での時間的連続性）
官民連携によるまちづくりを促す仕組みと組織体づくり
エリア全体の維持・管理・運営、広告、集客、駐車場・駐輪場管理、サイン、バリアフリー、ユニバーサルデザイン、価値向上
リノベーションまちづくり、エリア全体でのテナントリーシング（所有と利用の切り分け）
公共空間活用、賑わい創出

○まちなか再生の３つの主役と暮らしの将来像 ～まちなか再生を支える主な取組み例～

住 民：安全安心、潤いを感じ、便利でご近所付き合いがある、暮らしやすいまちなかに住み続けられる
（地権者：住まいは地区外に移転しても、地権者として事業に協力したり、事業者になるなど、まちなかを応援し続ける）

事業者：まちなかで、千客万来で、事業・商売、生業がなりたち、商売繁盛している
観光客：まちなかで、人吉らしさ、人吉ならではの時間と空間を楽しむことができる
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中心市街地の復興まちづくりの主な取組み例（案） 資料３
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中心市街地西側再生案

鍛冶屋町の町並み コンテナマルシェ

子育て世代支援機能＋広場

石蔵の活用イメージ

地場産材を使用した災害公営住宅

テラス型のオープンカフェ等

復興型商店街の再生

１階にI・Uターン、被災商店主向け店舗、
２・３階に住居やシェアハウス

テラス席のような形で
の建て方の検討
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敷地内を通り抜けることができる
分棟型文化交流施設のイメージひかりの復興計画による夜間景観イメージ

川沿いの回遊を促す足湯
のイメージ

親温泉ポケットパークのイメージ

賑わい・観光・交流拠点の形成

復興未来の杜エリア
古代中世の杜（青井神社周辺）
中世近世の杜（城址公園周辺）
復興未来の杜（紺屋町、九日町等周辺）
３つの杜がグリーンインフラとなり回遊を
促し環境共生型都市として未来型復興を図る

歴史的な町並みの形成

ひかりの復興計画による夜間景観イメージ

生業・生活支援拠点の形成

球磨川プロムナード軸の形成

交流・文化・まちなか居住拠点の形成
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道路、建物が一体となった沿道景観形成

まちの玄関口としての景観形成

中心市街地の新たな拠点となる
緑豊かな図書館等のイメージ

雨水が時間をかけ排水され
豪雨時の被害軽減

雨水浸透緑地帯の導入

青空図書館

コーヒー屋台

小さい子が安心
して遊べる環境
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令和３年７月19日 第４回地区別懇談会（中心市街地）

ステージ１（災害から２年） ステージ２（災害から３～５年） ステージ３（災害から６～10年）

時間軸に沿った復興まちづくりの発展イメージ（中心市街地西側を例に）※これはあくまでもイメージであり、具体的な場所を特定するものではありません。

交流・生活支援拠点の形成 コンテナマルシェ、石蔵等を中心に若者、ヤル気のある市民ができることから始める。
賑わいの風景を中心部につくる。若者の暮らしを支えながら中心部で生業を営みやすい環境を整える。

歴史的な町並みの形成 建物の建替えの際に、町並みのルールに則し、人吉らしい町並み景観を形成していく。

まちなかに暮らす人を呼び戻す災害公営住宅等を確保。

まちなかに賑わいをつくる復興型商店街等を確保。

各拠点や景観形成に伴い、賑わい・交流の人の流れがつくられる。賑わい・交流軸の形成

交流・文化・まちなか居住
拠点の形成

文化交流施設、図書館、親温泉ポケットパーク等を確保。

賑わい・観光・交流
拠点の形成 面的整備に伴う店舗併用共同住宅等を確保。

球磨川プロムナード軸
の形成

まちの玄関口としての
景観形成

テラス型のオープンカフェ等の確保。（第１期区間） テラス型のオープンカフェ等の確保。（第２期区間）

道路、建物が一体となった沿道景観形成。（第１期区間） 道路、建物が一体となった沿道景観形成。（第２期区間）

歴史的な町並みの形成

交流・生活支援拠点の形成

賑わい・交流軸の形成

歴史的な町並みの形成

賑わい・交流軸の形成

交流・生活支援拠点の形成

賑わい・交流軸の形成

賑わい・観光・交流
拠点の形成

賑わい・観光・交流
拠点の形成

球磨川プロムナード軸の形成 球磨川プロムナード軸の形成

交流・文化・まちなか居住
拠点の形成

歴史的な町並みの形成

まちの玄関口と
しての景観形成

まちの玄関口と
しての景観形成

賑わい・交流軸の形成

交流・生活支援拠点の形成

交流・文化・まちなか居住
拠点の形成

ステージ１においては
民間の主体的な活動を

行政が支援

と同時に

民間単独では困難な
用地取得、面的整備
公共公益施設整備等
の検討を進める



中心市街地東側再生案

観光複合施設『ＨＡＳＳＥＮＢＡ』が拠点に趣ある建物を散策コースのポイントに 城見庭園の利活用 眺望を楽しみ回遊を促す足湯を配置

青井阿蘇神社から発
船場までの散策路の
形成

戸建て中心の低密な「生活の場」
としての環境整備
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個人商店（肉屋、魚屋、駄菓子屋、喫茶店など）が出店し
たくなる環境づくり

石垣・生け垣を活かした町並成

観音寺（相良三十三観音めぐり）

個人として嵩上げが困難なので
地区として小規模な区画整理等
を検討したい

個人として嵩上げが困難なので
地区として小規模な区画整理等
を検討したい

上新町か下新町に中心市街地の方々のため
災害公営住宅確保の検討
上新町か下新町に中心市街地の方々のため
災害公営住宅確保の検討

人吉の魅力を楽しむ散策コースの形成人吉の魅力を楽しむ散策コースの形成防災拠点としての充実化
バリアフリー化の推進
防災拠点としての充実化
バリアフリー化の推進

石垣・生け垣を活かした町並み形成

個人商店（肉屋、魚屋、駄菓子屋、喫茶店など）が出店し
たくなる環境づくり

青井阿蘇神社から発
船場までの散策路の
形成

戸建て中心の低密な「生活の場」
としての環境整備
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川下り、ラフティング、カヌー
を始めとしたリバーアクティビ
ティの拠点化

川下り、ラフティング、カヌーを
始めとしたリバーアクティビティ
の拠点化


